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東
塚
は
、
前
方
部
が
バ
チ
形
。

４
．
西
塚
発
掘
ま
で
の
道
の
り

有
無
の
確
認

箸
墓
古
墳
等
と
同
じ
頃
に
築

令
和
二
年
、
顕
彰
す
る
会
、

②

東
塚
と
西
塚
の
間
の
高
ま

造
さ
れ
北
房
で
も(

真
庭
市

市
長
と
の
意
見
交
換
会
で
発

り
の
性
格
の
確
認

で
も)

最
古
の
古
墳
。
西
塚
は
、

掘
調
査
を
要
望
。

〔
一
次
調
査
：
令
和
四
年
度
〕

東
塚
に
次
い
で
築
か
れ
た
四

令
和
三
年
、
北
房
振
興
計
画

後
円
部
等
に
二
カ
所
の
ト
レ

世
紀
代
の
首
長
墳
の
可
能
性
。

に
発
掘
調
査
を
位
置
づ
け
る
。

ン
チ(

Ｔ
１
・
Ｔ
２)

。

３
．
東
塚
・
西
塚
の
測
量
・
探

市
民
が
参
画
す
る
形
で
の
発

実
働
二
九
日
・
延
べ
一
〇
六

査
調
査

掘
調
査
が
具
体
化
す
る
。

三
人(

市
民
六
六
三
人)

参
加

平
成
二
八
年
、
荒
木
山
の
古

令
和
四
年
、
名
称
変
更
し
た

〔
二
次
調
査
：
令
和
五
年
度
〕

墳
を
顕
彰
す
る
会
が
発
足

北
房
文
化
遺
産
保
存
会
と
市

後
円
部
・
前
方
部
等
に
五
カ

平
成
二
九
年
、
墳
丘
の
測
量

・
同
志
社
大
学
で
西
の
明
日

所
の
ト
レ
ン
チ(

Ｔ
３
～
Ｔ

七
月
二
八
日(

日
）、
北
房
文

は
、
調
査
員
と
し
て
中
核
と
な

を
市
に
要
望
。

香
村
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
結

６
と
Ｔ
２
の
東
部
分)

化
セ
ン
タ
ー
で
第
３
回
北
房
文

っ
て
発
掘
調
査
を
行
っ
た
、
真

平
成
三
〇
～
令
和
二
年
度
、

成
。
発
掘
調
査
サ
ポ
ー
タ
ー

実
働
三
四
日
・
延
べ
八
八
七

化
遺
産
ガ
イ
ド
養
成
講
座
「
荒

庭
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

公
民
館
講
座
で
東
塚
・
西
塚

の
募
集
と
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

人(

市
民
七
一
七
人)

参
加

木
山
西
塚
古
墳
発
掘
調
査
報
告

の
新
谷
俊
典
課
長
補
佐
。「
荒

の
非
破
壊
調
査
。

ー
プ
の
設
立
。
民
学
官
連
携

後
円
部

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師

木
山
東
塚
・
西
塚
の
調
査
に
つ

（
探
査
結
果
）

の
発
掘
調
査
体
制
が
で
き
る
。

・
墳
裾(

墳
丘
端)

を
確
認
。

い
て
」
と
題
し
て
、
調
査
に
至

東
塚
：
後
方
部
墳
頂
に
木
棺

５
．
西
塚
の
発
掘
調
査

・
墳
丘
下
部
は
地
山
の
削
り
出

る
ま
で
か
ら
、
調
査
の
様
子
、

直
葬
か
粘
土
槨
の
埋
葬
施
設

〔
調
査
目
的
〕

し
。
上
部
は
盛
土
。

出
土
遺
物
な
ど
か
ら
今
現
在
分

の
可
能
性
等

①

墳
丘
の
規
模
や
構
造
、
葺

・
外
表
施
設
と
し
て
石
列
を
二

か
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
プ
レ

西
塚
：
後
円
部
墳
頂
に
深
さ

石
、
埴
輪
な
ど
外
表
施
設
の

列
確
認
。
東
側
に
は
無
い
。

ゼ
ン
を
用
い
て
分
か
り
や
す
く

の
異
な
る
複
数
の
竪
穴
式
石

話
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
外
か
ら

室
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ

の
八
〇
数
名
の
参
加
者
（
会
員

る
。

や
一
般
）
は
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
報
告
の
概
要
は

以
下
の
通
り
で
す
。

１
．
荒
木
山
古
墳
と
は
、

真
庭
市
上
水
田
南
部
に
あ
る

二
基
の
古
墳
の
通
称
。
真
庭

市
重
要
文
化
財(

史
跡)

２
．
こ
れ
ま
で
の
東
塚
・
西
塚

の
評
価

2024年８月

第2１号
北房文化遺産

保存会

(文責)畦田正博

荒
木
山
通
信

文
化
遺
産
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
養
成
講
座

荒
木
山
西
塚
古
墳

発
掘
調
査
報
告
会

西塚古墳平面測量図・トレンチ位置図

写真や図で説明の新谷補佐

掘
っ
た
！

出
た
・
出
な
か
っ
た
！

こ
れ
が
分
か
っ
た
！
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・
墳
頂
部
の
浅
い
箇
所
で
石
灰

出
土
遺
物

ト
レ
ン
チ
２
か
ら
出
土
の
長
頸
壺

古
墳
や
古
代
史
に
熱
意
の
あ

【
参
加
者
の
感
想(

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら)

】

岩
の
礫
集
中
を
検
出
。

る
参
加
者
は
、
プ
レ
ゼ
ン
を
用

＝
一
般
参
加
者
＝

い
て
の
分
か
り
や
す
い
報
告
に

○
新
谷
さ
ん
の
お
話
、
ス
ラ
イ
ド
、

前
方
部

興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

知
識
の
無
い
私
に
も
わ
か
り
や

・
後
世
の
改
変
で
墳
裾
が
削
平
。

た
。

す
か
っ
た
。
発
掘
作
業
に
携
わ

・
古
墳
に
伴
う
で
あ
ろ
う
石
灰

「
新
し
く
見
つ
か
っ
た
古
墳
に

ら
せ
て
も
ら
た
の
で
す
ご
く
身

岩
礫
や
土
器
片
が
多
数
出
土
。

は
ど
う
い
う
人
が
埋
葬
さ
れ
て

近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
前
方
部
を
削
平
し
た
平
坦
面

い
る
の
か
。」
「
前
方
後
方
墳
と

○
分
か
り
や
す
い
説
明
で
よ
か
っ

に
は
墳
丘
と
関
連
す
る
よ
う

前
方
後
円
墳
が
近
接
し
て
造
ら

た
。
当
時
の
人
の
暮
ら
し
、
社

な
痕
跡
が
残
っ
て
い
な
い
。

・
弥
生
土
器
が
一
定
量
出
土
。

れ
て
い
る
の
は
。
」「
北
側
だ
け

会
が
ど
う
だ
っ
た
の
か
な
ど
、

・
盛
土
造
成
が
少
な
く
、
地
山

荒
木
山
が
古
墳
築
造
以
前
に

で
南
側
に
石
列
な
ど
が
な
い
の

も
っ
と
知
り
た
く
な
っ
た
。

を
か
な
り
利
用
。

も
生
活
空
間
と
し
て
利
用
さ

は
。」
と
、
報
告
後
も
熱
心
な

○
古
墳
発
掘
に
参
加
さ
せ
て
も
ら

れ
て
い
た
。

質
疑
応
答
と
な
り
ま
し
た
。

っ
た
。
そ
の
時
感
じ
た
こ
と
を

東
塚
と
西
塚
の
間
の
高
ま
り

二
階
ロ
ビ
ー(

受
付
横)

で
は

学
術
的
、
知
的
裏
付
け
を
今
日

・
地
山
を
掘
削
し
て
用
い
た
盛

・
出
土
遺
物
の
大
半
は
土
器
片
。

６
．
ま
と
め

出
土
遺
物
の
展
示
も
あ
り
、
熱

知
る
こ
と
が
で
き
て
北
房
の
す

土
と
考
え
ら
れ
る
土
層
を
確

・
全
体
の
形
が
復
元
さ
れ
る
も

・
西
塚
古
墳
が
全
長
六
五
ｍ
、

心
に
見
入
っ
て
い
る
参
加
者
の

ご
さ
を
感
じ
て
い
る
。

認
。
盛
土
の
中
か
ら
板
状
鉄

の
は
少
な
い
。
完
形
に
近
い

後
円
部
高
さ
五
・
八
ｍ
、
二

姿
も
。
ま
た
、
参
加
者
に
は
ガ

○
発
掘
調
査
の
成
果
を
よ
く
理
解

斧
が
出
土
。
→
人
工
的
な
高

の
は
二
点
。

段
築
成
以
上
の
前
方
後
円
墳

イ
ド
養
成
テ
キ
ス
ト
だ
け
で
な

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
参

ま
り
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。

小
型
丸
底
壺
の
時
期
は
、
古

で
あ
る
こ
と
。
外
表
施
設
と

く
、
第
一
次
発
掘
概
要
報
告
書

加
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が

・
五
年
度
の
調
査
で
墓
壙
（
埋

墳
時
代
前
期
後
葉
（
四
世
紀

し
て
、
墳
丘
裾
部
や
斜
面
に

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
。

ぼ

こ

う

葬
施
設
を
築
く
た
め
に
掘
り

中
頃
～
後
葉
）

石
列
を
設
け
た
古
墳
。

＝
参
加
の
会
員
＝

込
ん
だ
穴
）
の
痕
跡
を
確
認
。

長
頸
の
壺
形
土
器
は
、
県
内

・
円
筒
埴
輪
は
用
い
ら
れ
ず
、

○
発
掘
調
査
に
参
加
さ
せ
て
も
ら

・
墓
壙
底
面
付
近
か
ら
赤
色
顔

で
も
類
例
の
見
ら
れ
な
い
も

壺
型
土
器
な
ど
が
墳
丘
上
に

っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
と
同
時

料
が
出
土
。
→
東
塚
と
西
塚

の
で
あ
る
。

建
て
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

に
、
点
が
線
と
な
り
全
体
と
し

の
間
に
墳
墓
が
存
在
す
る
。

・
明
確
な
円
筒
埴
輪
は
皆
無
。

・
四
世
紀
中
頃
か
ら
後
葉
。

て
客
観
的
に
考
え
る
こ
と
が
で

・
新
発
見
の
墳
墓
は
、
古
墳
時

き
た
。
発
掘
の
仕
方(

初
歩)

か

ト
レ
ン
チ
２
か
ら
出
土
の

ト
レ
ン
チ
２
か
ら
出
土
の

代
前
期
の
古
墳
と
考
え
ら
れ

ら
大
学
や
地
域
・
市
役
所
・
い

板
状
鉄
斧

小
型
丸
底
壺

る
。

ろ
い
ろ
な
方
々
に
教
え
て
も
ら

・
西
塚
の
主
は
、
盟
主
的
な
立

い
楽
し
い
時
間
を
共
有
で
き
た
。

場
と
い
う
よ
り
在
地
的
な
性

○
自
分
の
参
加
し
た
発
掘
調
査
の

格
が
強
い
の
で
は
な
い
か
。

成
果
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
楽

等
々

し
か
っ
た
。
今
後
も
荒
木
山
古

の
研
究
が
進
む
よ
う
調
査
が
続

い
て
ほ
し
い
。

トレンチ２から出土した赤色顔料

ロビーでの出土遺物展示も
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ま
す
。

も
し
、
文
字
が
「
こ
と
ば
」

を
伝
え
る
手
段
と
認
識
し
て
い

た
ら
、
奴
国
王
と
卑
弥
呼
は
権

威
の
象
徴
と
し
て
印
を
貰
っ
た

前
回
の
「
④
春
楊

葛
山
發

い
う
こ
と
は
書
い
て
伝
え
る
こ

こ
と
を
、
渡
来
人
に
記
録
さ
せ

雲

立
座

妹
念
」
の
読
み
は

と
で
す
。

誇
示
し
て
い
た
で
し
ょ
う
。
こ

「
は
る
や
な
ぎ

か
つ
ら
ぎ
や

中
国
か
ら
朝
鮮
半
島
、
そ
し

れ
る
の
は
、
弥
生
時
代
中
期
後

の
記
録
が
日
本
側
に
無
い
こ
と

ま
に

た
つ
く
も
に

た
ち
て

て
日
本
へ
と
漢
字
が
伝
わ
り
、

半
の
遺
跡
か
ら
、「
貸
泉
」
が

が
残
念
で
す
。

か

せ
ん

も
い
て
も

い
も
を
し
ぞ
お
も

漢
字
の
意
味
に
関
係
な
く
そ
の

出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
貸

国
内
で
書
か
れ
た
と
思
わ
れ

ふ
」

番
（
柿
本
人
麻
呂
）

「
読
み
」
か
ら
言
葉
に
対
応
さ

そ
し
て
殷
王
朝
後
期
の
遺
跡

泉
」
は
弥
生
時
代
編
年
の
貴
重

る
三
重
県
大
城
遺
跡
で
出
土
し

2453
こ
れ
は
、
萬
葉
集
の
表
記
法

せ
た
の
が
萬
葉
集
に
使
わ
れ
て

・
殷
墟
か
ら
、
多
く
の
甲
骨
文

な
資
料
で
す
。
前
漢
（
紀
元
前

た
「
奉
」
ま
た
は
「
年
」
と
刻
」

い
ん
き
よ

で
略
体
歌
と
言
わ
れ
る
歌
で
す
。

い
る
「
萬
葉
仮
名
」
で
す
。
「
萬

字
や
金
石
文
が
出
土
し
て
い
ま

二
〇
六
年
～
紀
元
八
年
）
と
後

書
さ
れ
た
高
坏
の
破
片
は
二
世

た
か
つ
き

付
属
語
が
全
く
無
く
、
五
七
五

葉
仮
名
」
と
い
っ
て
も
萬
葉
集

す
が
、
周
末
に
は
、
群
雄
割
拠

漢
（
紀
元
二
五
年
～
二
二
〇
年
）

紀
末
頃
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

七
七
が
全
て
二
文
字
で
書
か
れ

だ
け
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は

に
よ
っ
て
地
域
ご
と
に
文
字
は

の
間
、
わ
ず
か
一
五
年
存
在
し

の
後
四
世
紀
初
頭
ま
で
の
出
土

て
い
ま
す
。
音
読
み
も
無
く
、

あ
り
ま
せ
ん
。
「
古
事
記
」
「
日

独
自
の
発
達
を
し
ま
し
た
。

た
「
新
」
と
い
う
国
が
鋳
造
し

品
に
、
刻
書
・
墨
書
さ
れ
た
文

全
て
和
語
（
や
ま
と
言
葉
）
で

本
書
紀
」「
推
古
朝
遺
文
」
な

群
雄
割
拠
を
制
し
た
秦
の
始

た
銅
貨
で
、
「
貸
泉
」
の
文
字

字
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

す
。
そ
し
て
四
句
目
以
外
は
、

ど
の
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
の
日

皇
帝
は
、
そ
れ
ま
で
の
各
国
の

が
鋳
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

朝
鮮
半
島
の
百
済
・
新
羅
と

「
や
ん
、
さ
ん
・
う
ん
・
ね
ん
」

本
語
表
記
文
に
使
わ
れ
て
い
ま

篆
書
の
文
字
を
統
一
し
「
小
篆
」

こ
の
弥
生
中
期
か
ら
後
期
、

の
交
流
の
中
で
弥
生
中
期
か
ら

て
ん
し
よ

と
「
ん
」
の
漢
文
に
見
ら
れ
る

す
。

を
公
式
の
書
体
と
し
ま
し
た
。

倭
の
奴
国
が
後
漢
の
光
武
帝
か

あ
る
程
度
の
漢
字
文
化
も
入
っ

な

こ
く

「
韻
」
を
踏
ん
で
い
ま
す
。

「
あ
」
か
ら
「
を
」
ま
で
の

そ
れ
は
次
の
漢
の
公
文
書
に
受

ら
西
暦
五
七
年
に
、
「
漢
委
奴

て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
歌
の
訳
は
、「
青
々
と

萬
葉
仮
名
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、

け
継
が
れ
ま
す
が
、
一
般
の
文

国
王
」
と
彫
り
込
ま
れ
た
印
綬

し
か
し
、
当
時
の
日
本
人
に
と

し
た
楊
（
柳
）
の
新
芽
を
髪
に

二
千
数
百
の
漢
字
を
使
っ
て
い

字
で
は
、
隷
書
か
ら
草
書
と
楷

を
授
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

っ
て
は
特
別
に
必
要
な
「
モ
ノ
」

れ
い
し
よ

飾
っ
た
、
好
き
な
女
性
を
葛
城

ま
す
。
日
本
語
を
表
記
す
る
た

書
が
、
楷
書
か
ら
行
書
が
生
ま

卑
弥
呼
が
二
三
九
年
に
魏
か
ら

で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

山
に
か
か
る
雲
か
ら
想
い
、
立

め
漢
字
の
音
や
字
義
、
字
訓
、

れ
ま
し
た
。（
諸
説
あ
り
ま
す
。
）

金
印
（
「
親
魏
倭
国
王
」）
と
銅

記
号
か
デ
ザ
イ
ン
程
度
の
認
識

っ
て
も
座
っ
て
も
い
ら
れ
な
く

字
形
を
借
用
し
て
い
ま
す
。

次
の
隋
唐
代
は
、
科
挙
制
度

鏡
一
〇
〇
枚
を
下
賜
さ
れ
て
い

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

な
っ
た
。
す
ぐ
に
会
い
た
い
な

そ
し
て
「
萬
葉
仮
名
」
だ
け

に
よ
り
仏
教
の
経
典
や
儒
書
の

そ
の
後
、
三
世
紀
後
半
の
古

あ
。
」
で
す
。
現
代
で
も
同
じ

の
表
記
文
、「
漢
字
と
万
葉
仮

読
解
、
漢
詩
作
成
が
必
須
科
目

墳
時
代
に
入
る
と
ヤ
マ
ト
王
権
、

ひ
つ

す

か

も
く

よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

名
」
の
表
記
文
が
あ
り
ま
す
。

と
な
り
厳
し
い
官
吏
登
用
制
度

そ
し
て
吉
備
国
・
出
雲
国
な
ど

い
で
し
ょ
う
か
？

さ
て
、
漢
字
の
起
源
は
中
国

で
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
遣
唐

の
有
力
首
長
は
、
新
し
い
大
陸

で
は
、
文
字
を
持
っ
て
い
な

で
す
。
今
か
ら
約
三
千
五
百
年

使
達
に
多
く
の
影
響
を
与
え
、

の
知
識
・
技
術
・
文
化
を
取
り

か
っ
た
日
本
人
が
、
文
字
を
使

前
の
殷
王
朝
前
期
の
遺
跡
か
ら
、

そ
の
後
の
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
方

入
れ
る
た
め
積
極
的
に
朝
鮮
半

う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
か

漢
字
の
原
形
が
発
掘
さ
れ
て
い

面
に
現
れ
て
き
ま
す
。

島
か
ら
の
知
識
人
や
渡
来
人
を

ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。
使
う
と

ま
す
。

さ
て
、
日
本
で
文
字
が
み
ら

そ
の
支
配
下
に
置
き
ま
し
た
。

「
萬
葉
集
」
か
ら
見
た
古
代
（
二
）

ー
文
字
で
書
く
ー三

輪

能
章

甲骨文字：紀元前１０００年頃に

かけて使われた漢字の最古の書体。

亀甲や獣骨に彫りつけられている。

「貸泉」
金印「漢委奴国王」
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そ
の
最
大
の
勢
力
は
ヤ
マ
ト
王

上
る
と
左
手
斜
面
に
石
材
が
見

す
。

・
古
墳
・
砂
留

権
下
の
蘇
我
氏
で
し
た
。
彼
ら

え
ま
す
。
こ
れ
が
番
外
一
号
墳

張
田
古
墳
群
は
、
大
東
大
仙

○
探
索
！
御
領
の
古
代
ロ
マ
ン
①

だ
い
せ
ん

は
古
墳
築
造
、
祭
祀
、
金
属
鋳

で
す
。
石
室
材
ら
し
き
が
集
積

山
古
墳
を
訪
問
す
る
際
、
訪
れ

大
東
古
墳
群

～
古
墳
時
代
の

や
ま

造
、
生
活
文
化
な
ど
、
あ
ら
ゆ

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
細
は
不

や
す
い
位
置
に
あ
り
ま
す
。
一

夜
明
け
～

る
面
で
他
の
首
長
を

凌

駕
し
、

明
で
す
。

号
墳
だ
け
で
も
見
学
さ
れ
て
み

○
探
索
！
御
領
の
古
代
ロ
マ
ン
②

り
よ
う

が

上
下
関
係
を
構
築
し
ま
し
た
。

３

張
田
古
墳
群

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

弥
生
の
首
長
墓
群

は
り

た

こ
の
上
下
関
係
が
大
和
朝
廷
政

張
田
古
墳
群
は
、

大

東

古
墳

（
御
領
の
古
代
ロ
マ
ン
を
蘇
ら

お
お
ひ
が
し

権
へ
と
繋
が
っ
た
の
で
す
。

群
の
西
側
斜
面
に
位
置
す
る
、

せ
る
会
）

こ
れ
ら
の
集
団
の
中
に
、
後

後
期
の
古
墳
群
で
す
。
大
東
古

○
広
島
県
遺
跡
地
図

の
「

史

部
」

と
い
う
文
書
に
関

墳
群
と
同
じ
く
、
近
年
ま
で
存

（
広
島
県
教
育
委
員
会
）

ふ
ひ
と

べ

わ
る
人
達
が
い
た
こ
と
を
疑
う

在
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
た
。
現
在
は
、
三
基
の
横
穴

そ
れ
は
古
墳
時
代
の
五
世
紀

式
石
室
墳
と
一
基
の
古
墳
の
可

後
期
に
、「
日
本
の
こ
と
ば
」
を
、

能
性
が
あ
る
石
材
が
確
認
さ
れ

日
本
で
初
め
て
、
漢
字
を
言
語

て
い
ま
す
。

番
外
一
号
墳
の
北
西
の
墓
地

記
号
と
し
て
使
っ
て
書
い
た

金
光
教
芸
備
教
会
の
北
西
、

に
は
二
基
の
古
墳
が
あ
り
ま
す
。

（
象
嵌
で
す
）
刀
剣
が
出
土
し

池
か
ら
山
沿
い
を
上
っ
た
墓
地

張
田
一
号
墳
と
二
号
墳
で
す
。

最
後
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
き

４
月

○
荒
木
山
通
信
の
発
行

ぞ
う
が
ん

た
こ
と
で
分
か
り
ま
す
。

に
あ
っ
た
の
が
消
滅
一
号
墳
で

南
側
の
二
号
墳
は
墓
地
の
脇

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
第

.

号
）

20

（
そ
の
象
嵌
文
は
次
号
で
。
）

す
。
昭
和
初
期
の
墓
地
造
成
で

に
開
口
し
た
小
型
の
横
穴
式
石

前
回
と
今
回
で
紹
介
し
た
大
東

５
月

○
西
の
明
日
香
村
づ
く
り
活
動
計
画

（
次
回
に
続
く
）

消
滅
し
、
現
在
は
石
材
が
残
る

室
で
す
。
石
室
長
は
公
称
七
ｍ

・
張
田
の
古
墳
は
い
か
が
だ
っ

策
定
に
係
る

ア
ン
ケ
ー
ト

の
み
で
す
。
剣
や
土
器
が
出
土

で
す
が
前
部
は
消
失
し
て
お
り
、

た
で
し
ょ
う
か
。
私
の
記
事
を

（
第
一
回
）
実
施
と
取
り
ま
と
め

し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

幅
も
一
ｍ
強
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

読
ん
で
御
領
古
墳
群
に
興
味
を

○
西
の
明
日
香
村

消
滅
一
号
墳
か
ら
道
な
り
に

現
在
、
雑
木
が
繁
茂
し
、
近
寄

持
た
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
現
地
を

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム(

第
一
回)

り
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
。

訪
問
し
て
み
て
下
さ
い
。
言
葉

○
西
の
明
日
香
村

検
討
委
員
会

二
号
墳
の
北
西
一
〇
ｍ
に
位

で
は
伝
え
き
れ
な
い
魅
力
が
詰

６
月

○
西
の
明
日
香
村
づ
く
り
活
動
計
画

置
す
る
の
が
一
号
墳
で
す
。
少

ま
っ
て
い
ま
す
。
次
回
は
、
奈

策
定
に
係
る

ア
ン
ケ
ー
ト

な

し
分
か
り
づ
ら
い
の
で
す
が
、

良
原
古
墳
群
と
上
御
領
中
組
古

（
第
二
回
）
実
施
と
取
り
ま
と
め

ら

は
ら

墓
地
裏
の
小
社
へ
の
参
道
脇
に

墳
群
を
書
こ
う
と
考
え
て
い
ま

７
月

○
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム(

第
二
回)

墳
丘
が
見
ら
れ
ま
す
。
長
五
・

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

○
第
３
回
北
房
文
化
遺
産
ガ
イ

五
ｍ
幅
一
ｍ
強
の
石
室
が
残
っ

い
し
ま
す
。

ド
養
成
講
座
「
荒
木
山
西
塚

て
い
ま
す
が
、
羨
道
部
が
埋
没

古
墳
発
掘
調
査
報
告
会
」

せ
ん
ど
う

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
天
井

〔
参
考
文
献
〕

８
月

○
荒
木
山
通
信
の
発
行

石
の
隙
間
か
ら
入
室
が
可
能
で

○
御
領
発

古
代
ロ
マ
ン

遺
跡

（
第

.

号
）

21

御
領
古
墳
群

②

ご

り
よ
う

倉
敷
市

山
﨑

弘
大
（
中
三
）

〔漢字の書体〕

【番外１号墳】

【張田１号墳】

【消滅１号墳」

文
化
遺
産
保
存
会
の

主
な
活
動
（
４
月
～
）
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は
れ
な
る
や
う
に
も
て
強
か
ら

パ
リ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
二

子
の
「
こ
の
世
を
ば
」
が
話
題

ず
。
よ
き

女

の
悩
め
る
と
こ

十
回
も
演
奏
さ
れ
た
日
本
の
国

と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
定
評
あ

を
う
な

あ
る
に
似
た
り
。
強
か
ら
ぬ
は
、

歌
「
君
が
代
」
の
元
歌
は
、
古

る
文
壇
の
作
家
の
外
に
、
昨
秋

ほ
か

女

の
歌
な
れ
ば
な
る
べ
し
。
」

今
和
歌
集
第
七

賀

歌

の
冒

か
ら
大
河
ド
ラ
マ
便
乗
組
と
も

を
う
な

が
の

う

た

と
述
べ
て
巻
第
十
二
の
恋
歌
を

頭
に
あ
る
。

云
え
る
作
家
た
ち
の
解
説
本
が

記
し
た
。

○

題
し
ら
ず

読
人
し
ら
ず

店
頭
に
並
び
、

百

花

繚

乱
の

ひ
や
つ

か

り
よ
う
ら
ん

日
本
文
学
史
の
中
で
最
も
光

え
ぬ
鬼
神
を
も
あ
は
れ
と
思
は

○

思
ひ
つ
ゝ
ぬ
れ
ば
や
人
の

わ
が
君
は
千
世
に
や
ち
よ
に

趣
が
あ
る
。

彩
を
放
っ
て
い
る
の
は
、
今
か

せ
、

男

女
の
な
か
を
も
や
は
ら

見
え
つ
ら
ん

夢
と
知
り
せ
ば

さ
ざ
れ
石
の

巌

と
な
り
て

翻

っ
て
、
太
平
洋
戦
争
下
、

お
と
こ

い
は
ほ

ひ
る
が
え

ら
千
年
の
昔
、
紫
式
部
、
清
少

げ
、
猛
き
武
士
の
心
を
も
な
ぐ

さ
め
ざ
ら
ま
し
を

苔
の
む
す
ま
で

米
英
と
戦
っ
て
い
た
国
民
学
校

も
の
の
ふ

こ
け

納
言
、
和
泉
式
部
、
右
大
将
道

さ
む
る
は
、
歌
な
り
。」
と
、

○

色
み
え
で
う
つ
ろ
ふ
も
の
は

の
初
等
科
国

綱
の
母
な
ど
女
流
文
人
た
ち
が

古
今
集
に
採
ら
れ
た
代
表
的
歌

世
の
中
の
人
の
心
の
花
に
ぞ

史
で
は
源
氏

と

活
躍
し
た
平
安
朝
の
世
で
あ
ろ

人
の
評
を
述
べ
て
い
る
。

あ
り
け
る

物
語
を
ど
う

う
。

○

柿
本
人
麿
な
む
、
歌
の

聖

と
り
あ
げ
て

ひ
と
ま
ろ

ひ
じ
り

天
皇
を
頂
点
に
貴
族
社
会
を

な
り
け
る
。

巻
二
十

神
遊
び
の
う
た
の

い
た
だ
ろ
う

舞
台
と
し
た
男
女
の
人
間
模
様

○

山
の
辺
の
赤
人
と
い
ふ
人

中
に
は
九
世
紀
の
吉
備
（
備
前

か
。
昭
和
十

あ
か
ひ
と

で
は
あ
る
が
、
時
代
を
越
え
、

あ
り
け
り
。
歌
に
、

あ
や
し
く

・
備
中
・
備
後
・
美
作
の
四
国

八
年
か
ら
四
・

階
層
を
超
え
た
普
遍
的
な
芸
術

妙
な
り
け
り
。
人
丸
は
赤
人

に
分
割)

の
国
歌
が
二
首
あ
る
。

五
年
生
で
学

た
え

く
に
う
た

性
を
持
つ
、
現
代
人
の
心
に
強

が
上
に
立
た
む
事
か
た
く
、

○

ま
が
ね
ふ
く
吉
備
の
中
山

ん
で
い
た
こ

か
み

き

び

く
訴
え
る
和
歌
で
あ
り
随
筆
で

赤
人
は
人
麿
が
下
に
立
た
む

帯
に
せ
る

細
谷
川
の
音
の

と
に
な
っ
て

し
も

ほ
そ
た
に

あ
り
日
記
で
あ
り
、
物
語
で
あ

事
か
た
く
な
む
あ
り
け
り
。

さ
や
け
さ

い
る
か
ら
二

る
が
故
に
千
年
の
歴
史
を
超
え

そ
の
他

こ
の
歌
は
仁

明

天
皇
の
天
長

◎

平
安
朝
文
化
の
華
は
な
ん

十
年
に
五
年
生
だ
っ
た
私
は
当

に
ん
み
よ
う

は
な

て
私
達
の
強
い
関
心
を
引
く
の

○

僧
正
遍

照
・
・
・
絵
に
か

十
年(

八
三
三)

の
大
嘗
会
の
時

と
云
っ
て
も
世
界
で
評
価
さ
れ

然
学
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。

へ
ん
じ
よ
う

だ
い
じ
よ
う
え

で
あ
ろ
う
か
。

け
る

女

を
見
て
、
い
た
づ
ら

に
詠
ま
れ
た
主
基
の
ほ
ま
れ
を

て
い
る
源
氏
物
語
で
あ
ろ
う
。

当
時
の
「
国
史
」
を
呼
び
さ
ま

を
う
な

す

き

◎

平
安
の
幕
開
け

に
心
を
動
か
す
が
ご
と
し
。

う
け
た
備
中
の
国
の
う
た
で
あ

今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
光
の

そ
う
。

古
今
和
和
歌
集

○

在
原
業
平
は
そ
の
心
あ
ま

る
。

君
へ
」
は
、
そ
の
作
者
、
紫
式

○
「
遣
唐
使
が
や
め
ら
れ
て
か

な
り
ひ
ら

今
流
に
言
え
ば
、
十
世
紀
初

り
て
言
葉
た
ら
ず
。
し
ぼ
め

○

美
作
や
久
米
の
佐
良
山
さ
ら

部
と
幼
友
達
？
藤
原
道
長
と
の

ら
、
人
々
は
、
今
ま
で
よ
り
、

頭
、
古
今
和
歌
集
の
紀
貫
之
の

る
花
の
、

色
な
く
て
に
ほ
ひ
残

さ
ら
に

わ
が
名
は
立
て
じ

万

恋
物
語
で
あ
る
。
戦
後
（
昭
和

も
っ
と
日
本
人
の
精
神
に
し
っ

き
の
つ
ら
ゆ
き

よ
ろ
ず

仮
名
序
は
、
そ
の
開
幕
を
告
げ

れ
る
が
ご
と
し
、

な
ど
と
批
評

代
ま
で
に

二
十
年
の
敗
戦
）
は
、
戦
時
中

く
り
合
う
も
の
を
、
作
ろ
う
と

よ

る
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
の
よ
う
に

し
て
い
る
。

こ
の
歌
は
清
和
天
皇
（
八
六

の
「
禁
断
の

掟

」
が
解
か
れ

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
か

お
き
て

聞
こ
え
る
。

○

六
歌
仙
の
一
人
で
絶
世
の
美

九
）
の
大
嘗
会
の
時
主
基
の
美

た
の
を
機
に
、
源
氏
物
語
の
現

な
文
字
が
ひ
ろ
ま
り
、
和
歌
や

も

じ

「

和

歌
は
人
の
心
を
種
と
し

人
と
し
て
多
く
の
伝
説
の
主
・

作
の
国
を
詠
ま
れ
た
。
こ
れ
ら

代
語
訳
が
進
ん
だ
。
谷
崎
潤
一

物
語
な
ど
が
発
達
し
た
の
は
、

や
ま
と
う
た

て
、

万

の
言
の
葉
と
ぞ
な
れ
り

小
野
小
町
に
つ
い
て
、
第
十
九

二
首
の
国
歌
は
九
世
紀
の
朝
廷

郎
・
与
謝
野
晶
子
・
円
地
文
子

み
な
こ
う
し
た
心
や
努
力
の
結

よ
ろ
ず

こ
と

を

の
の

こ

ま
ち

く
に
う
た

け
る
。・
・
・
力
を
も
入
れ
ず

代
允

恭

帝
の
妃
で
あ
る
衣
通

と
吉
備
の
深
い
つ
な
が
り
を
示

・
田
辺
聖
子
・
瀬
戸
内
寂
聴
な

果
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、

い
ん
ぎ
よ
う

そ
と
お
り

し
て
天
地
を
動
か
し
、
目
に
見

姫
の
流
れ
で
あ
る
と
し
、「
あ

し
て
い
る
。

ど
で
、
小
説
と
し
て
は
永
井
路

紫

式

部
の
作
っ
た
源
氏
物
語
の

あ
め
つ
ち

む
ら
さ
き
し
き
ぶ

平
安
王
朝
文
学
ア
ラ
カ
ル
ト

（
一
）

◎

平
安
の
幕
開
け

古
今
和
歌
集

◎

源
氏
物
語

戸
村

彰
孝

◎

恋
と
歌
に
生
き
た
平
安
の
美
女
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ら
伝
わ
っ
た
習
わ
し
も
、

日
で
あ
る
。

o

春
寒
や
地
山
さ
が
し
て

じ

や
ま

こ
の
こ
ろ
ま
で
に
、
生

長
女
の
彰
子
を
は
じ
め
三
人

バ
チ
や
ガ
リ

し
よ
う
し

ま
れ
か
わ
っ
た
よ
う
に
、

の
娘
を
天
皇
の
後
宮
に
送
り
史

日
本
ら
し
い
美
し
さ
を

上
初
の
三
后
を
実
現
し
た
祝
宴

o

春

蘭
の
根
の
踏
ん
張
り
し

さ
ん
こ
う

し
ゆ
ん
ら
ん

見
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

の
日
で
あ
る
。
こ
の

宴

で
道
長

古
墳
か
な

う
た
げ

し
た
。」

の
う
た
っ
た
歌
が
右
大
臣
藤
原

o

墳

頂
は
冷
た
き
風
を

ふ
ん
ち
よ
う

以
上
の
抜
き
書
き
が

実
資
の
小
右
記
に
残
さ
れ
て
今

生
む
と
こ
ろ

o

春
う
ら
ら
見
た
こ
と
の
無
き

さ
ね
す
け

し
よ
う
ゆ
う
き

“
初
等
國
史
〟
の
第
四
、

日
に
伝
え
ら
れ
た
。

須
恵
破
片

す

え

京
都
と
地
方
と
い
う
章

○

此
の
世
を
ば
我
が
世
と
ぞ

o

柴
掻
い
て
古
墳
の
態
の

し

ば

か

な
り

の
鳳
凰
堂
と
い
う
項
で

思
ふ

望
月
の
欠
け
た
る
こ
と

あ
か
ら
さ
ま

o

春

泥
に

筵

を
敷
き
ぬ

し
ゆ
ん
で
い

む
し
ろ

あ
る
。
挿
絵
の
鳳
凰
堂

も
な
し
と
思
へ
ば

古
墳
径

と
紫
式
部
は
教
科
書
か

本
人
の
御
堂
関
白
記
に
は
歌

o

ト
レ
ン
チ
の
土
は
振
る
ひ
に

み

ど
う
か
ん
ぱ
く

き

ら
の
複
写
で
あ
る
。

を
よ
ん
だ
こ
と
は
記
さ
れ
て
い

年
の
暮

o

三
月
や
今
日
の
終
は
り
に

源
平
の
合
戦
や
蒙
古

る
が
歌
そ
の
も
の
は
な
い
。
ま

辰
砂
出
る

．
．

し
ん
し
や

来
襲
と
神
風
、
楠
正
成

た
、

側
近
の
藤
原
行
成
の
権
記

o

ヘ
ル
メ
ッ
ト
隣
と
当
た
る

ま
さ
し
げ

ご

ん

き

・
正
行
桜
井
の
別
れ
等

に
も
そ
の
記
録
は
な
い
。

音
冴
ゆ
る

o

も
て
な
し
の
豚
汁
出
た
り

ま
さ
つ
ら

さ

今
も
鮮
や
か
な
印
象
に

○

紫
式
部
と
の
関
係
で
み
る

説
明
会

あ
る
が
、
源
氏
物
語
の

と
、
源
氏
物
語
の
完
成
は
長
和

o

先
生
も
生
徒
も
厚
着

こ
と
は
少
し
も
記
憶
に

二
年(

一
〇
一
三)

、
死
亡
は
四

古
墳
掘
る

な
い
。
戦
時
教
育
の
故

十
二
歳
で
長
和
三
年
、
ま
た
は

せ
い

だ
ろ
う
か
？

寛
仁
三
年(

一
〇
一
九)

四
十
七

o

ト
レ
ン
チ
の
あ
ち
こ
ち

敗
戦
と
共
に
国
史
の

歳
と
い
わ
れ
て
お
り
彼
女
が
生

木
の
根

出
て
寒
し

．
．

教
科
書
は
墨
で
ぬ
ら
れ
、

前
に
〝
道
長
最
良
の
日
〟
に
遭

o

う
ら
ら
か
や
古
墳
時
代
へ

教
科
と
し
て
も
戦
後
数

遇
し
た
可
能
性
は
少
な
い
。

o

鋸
や
鑿
木
の
根
を
取
り
ぬ

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

．
．

の
こ

の
み

年
の
間
姿
を
消
し
た
。

道
長
は
五
十
四
歳
で
寛
仁
三

冬
の
汗

復
活
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
検
閲

年(

一
〇
一
九)
三
月
出
家
、
万

o

名
残
雪
文
化
遺
産
の

の
日
本
史
で
の
源
氏
物

寿
四
年(

一
〇
二
七)
六
十
二
歳

o

鋏

に
て
鬚
根
を
取
り
ぬ

地
を
祝
う

は
さ
み

語
は
、
残
念
な
が
ら
私

で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

北
の
風

よ
う
に
、
世
界
に
す
ぐ
れ
た
文

の
学
習
記
録
に
は
な
い
。

そ
の
後
、
摂
関
政
治
も
院
政

o

梅
匂
ふ
墳
墓
の
土
に

学
も
あ
り
ま
す
。・
・
・
鳳
凰
堂

に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
平
安
藤
原

o

手
の
ひ
ら
に
土
師
器
の
欠
片

紛
る
る
も

ほ
う
お
う
ど
う

は

じ

き

か
け

ら

は
、
建
物
を
始
め
、
中
の
す
ぐ

※

実
際
の
史
実
で
は
、
源
氏

氏
の
栄
耀
栄
華
の
舞
台
に
幕
が

肌
寒
し

れ
た
仏
像
の
ほ
か
、・
・
・
美

の
モ
デ
ル
道
長
の
人
生
〝
最
良

お
ろ
さ
れ
る
。
（
次
回
に
続
く
）

o

龍
太
忌
や
発
掘
と
い
ふ

し
い
博
物
館
で
あ
り
ま
す
。
す

の
日
〟
と
云
わ
れ
る
の
は
、
寛

※

次
章
「
恋
と
歌
に
生
き
た

o
陶
片
を
や
さ
し
く
洗
ふ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

べ
て
、
古
く
支
那
や
イ
ン
ド
か

仁
二
年(

一
〇
一
八)

十
月
十
六

平
安
の
美
女
」
は
次
号
に
。

そ
ぞ
ろ
寒

俳

句

（
令
和
五
年
度
）

古
墳
掘
る

天
野

光
暉

【
復
刻
版
「
初
等
科
國
史
」
】

宮
田

敏
子
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死
者
の
処
遇
は
人
々
の
集
団

る
こ
と
を
多
く
の
人
が
望
ん
で

サ
ー
ラ
）
と
い
う
悟
り
を
得
る
。

し
、
タ
イ
人
の
生
活
文
化
の
中

に
よ
っ
て
、
歴
史
的
に
形
作
ら

い
る
。
火
葬
の
専
門
職
に
頼
む
。

修
行
が
行
き
着
い
た
先
に
あ
る

で
生
き
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か

れ
た
習
俗
と
し
て
形
成
し
て
き

木
材
を
集
め
、
火
を
お
こ
し
そ

死
に
よ
っ
て
、
彼
は
輪
廻
の
循

か
わ
ら
ず
、
葬
儀
は
私
が
台
湾

た
。
民
族
や
、
文
化
集
団
な
ど

の
中
に
据
え
ら
れ
た
遺
体
が
火

環
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
見
た
葬
儀
と
類
似
し
た
様
式

の
習
俗
が
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
て

に
包
ま
れ
、
盛
ん
に
炎
が
上
が

サ
ド
ゥ
ー
に
は
簡
素
な
墓
が
作

で
あ
っ
た
。
葬
儀
場
に
は
漢
字

き
た
価
値
観
に
基
づ
き
、
人
々

っ
て
い
る
途
中
で
、
木
材
も
ろ

ら
れ
て
い
た
。
私
は
ネ
パ
ー
ル

で
書
か
れ
た
案
内
が
掲
げ
て
あ

に
納
得
を
得
る
形
の
共
通
の
処

と
も
半
焼
け
の
遺
体
を
ガ
ン
ジ

の
カ
ト
マ
ン
ズ
の
パ
シ
ュ
パ
テ

り
、
一
週
間
以
上
か
け
て
葬
儀

一

は
じ
め
に

理
方
法
を
形
成
し
て
き
た
。
感

ス
川
に
流
し
て
し
ま
う
。
火
が

ィ
ナ
ー
ト
寺
院
に
付
属
す
る
丘

す
る
案
内
が
掲
げ
て
あ
っ
た
。

『
死
者
を
ど
う
処
遇
す
る
か
』

情
や
、
倫
理
観
や
宗
教
な
ど
の

燃
え
さ
か
っ
て
い
る
最
中
に
、

陵
の
斜
面
で
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
の

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
頭
を
地
面

と
い
う
課
題
は
、
残
さ
れ
た
生

思
想
、
社
会
の
価
値
観
や
方
法

御
坊
が
木
の
棒
で
頭
蓋
骨
を
つ

墓
を
見
た
。
サ
ド
ゥ
ー
の
墓
と

に
つ
け
て
礼
拝
す
る
様
子
は
彼

者
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
あ

に
よ
っ
て
特
徴
的
な
民
族
文
化

つ
き
割
る
。
そ
の
時
に
、
霊
魂

教
え
て
も
ら
っ
た
。

ら
の
内
面
に
保
持
し
て
い
る
、

る
。
人
々
に
と
っ
て
遺
骸
は
相

と
し
て
、
歴
史
的
に
人
々
が
構

は
煙
に
乗
っ
て
昇
天
す
る
。
霊

複
雑
な
儀
礼
を
行
う
後
者
の

死
に
対
す
る
中
国
文
化
の
強
固

反
す
る
性
格
を
も
つ
存
在
で
あ

築
し
て
き
た
様
式
で
あ
る
。
ま

魂
が
離
れ
る
と
、
も
は
や
遺
骸

例
と
し
て
、
一
九
九
〇
年
当
時
、

な
一
面
に
触
れ
た
。
郊
外
に
タ

る
。
家
族
な
ど
死
者
に
近
い
関

た
同
じ
民
族
集
団
の
中
に
あ
っ

に
は
重
き
を
置
か
な
い
。
彼
ら

タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
に
住
む
華
僑

イ
人
と
は
違
う
中
国
式
の
墓
苑

係
の
人
に
は
懐
か
し
く
て
、
い

て
も
、
地
方
に
よ
っ
て
違
い
の

が
そ
の
行
為
を
説
明
す
る
の
は
、

の
末
裔
の
事
例
で
あ
る
。
巨
大

を
設
け
て
い
た
。
ど
う
い
う
場

つ
ま
で
も
近
く
に
い
て
も
ら
い

あ
る
地
域
文
化
や
小
部
族
の
固

輪
廻
に
よ
り
永
遠
に
生
と
死
を

な
寝
釈
迦
像
で
有
名
な
ワ
ッ
ト

所
に
移
っ
て
も
、
中
国
人
の
死

り
ん

ね

た
い
、
愛
着
を
感
じ
、
離
れ
が

有
の
文
化
の
性
格
を
も
ち
、
変

繰
り
返
す
霊
魂
の
考
え
方
で
あ

・
ポ
ー
に
付
随
す
る
塔
頭
の
一

者
に
対
す
る
思
想
や
習
俗
が
彼

た
い
存
在
で
あ
る
。
一
方
、
死

化
に
富
む
地
方
文
化
の
性
格
も

る
。
霊
魂
が
肉
体
を
離
れ
て
し

つ
で
行
わ
れ
て
い
た
中
国
系
の

ら
の
一
つ
の
確
固
と
し
た
ア
イ

者
と
関
係
の
薄
い
他
人
に
と
っ

有
し
て
き
た
。

ま
う
と
、
そ
れ
ま
で
宿
っ
て
い

人
の
葬
儀
で
あ
る
。
バ
ン
コ
ク

デ
ン
テ
ィ
に
な
っ
て
い
る
こ
と

て
は
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

私
が
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
場

た
肉
体
に
は
愛
着
を
感
じ
な
く

で
は
多
く
の
人
が
三
〇
〇
年
く

を
思
っ
た
。

と
、
い
ず
れ
腐
っ
て
ウ
ジ
が
わ

所
の
う
ち
、
簡
素
で
あ
っ
け
な

な
り
、
処
分
さ
れ
て
し
ま
う
。

ら
い
の
前
の
華
南
地
方
か
ら
の

中
国
本
土
に
つ
い
て
言
う
と
、

き
、
い
た
た
ま
れ
な
い
ほ
ど
の

い
葬
儀
を
す
る
地
域
と
、
複
雑

霊
魂
が
永
遠
に
輪
廻
を
繰
り
返

移
民
で
あ
り
、
す
で
に
五
世
、

中
国
共
産
党
や
中
国
政
府
の
強

悪
臭
を
放
ち
、
や
が
て
そ
の
形

で
重
厚
な
葬
儀
を
す
る
習
俗
を

し
て
い
る
た
め
に
墓
は
作
ら
な

力
な
指
導
に
よ
り
、
葬
式
の
簡

を
と
ど
め
ず
損
壊
し
て
い
く
。

形
成
し
て
き
た
地
域
が
あ
る
。

い
。
生
命
が
輪
廻
の
車
輪
の
回

素
化
、
火
葬
の
導
入
、
墓
地
・

腐
敗
の
進
ん
だ
姿
は
見
る
の
も

思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
前
者
は
イ

転
の
中
で
、
永
遠
の
生
命
を
繰

墓
石
の
簡
素
化
の
制
度
が
一
律

お
ぞ
ま
し
い
と
い
う
感
情
を
引

ン
ド
の
バ
ナ
ラ
シ
で
見
た
葬
儀

り
返
す
こ
と
は
苦
し
み
の
多
い

に
導
入
さ
れ
た
た
め
、
歴
史
的

き
起
こ
す
。
死
体
は
忌
ま
わ
し

で
あ
り
、
後
者
は
タ
イ
の
バ
ン

生
を
繰
り
返
す
こ
と
と
と
ら
え

に
中
国
人
の
培
っ
て
き
た
文
化

く
、
な
る
べ
く
早
く
自
分
の
視

コ
ク
に
住
む
中
国
系
の
人
々
の

て
い
る
。
他
方
で
、
輪
廻
か
ら

は
変
革
し
た
。
従
来
の
方
法
に

野
の
外
に
遠
ざ
け
て
お
き
た
い

葬
儀
で
あ
っ
た
。
バ
ラ
ナ
シ
で

逃
れ
る
方
法
と
し
て
、
サ
ド
ゥ

固
執
す
る
葬
式
を
し
た
公
務
員

存
在
で
あ
る
。
こ
の
両
義
を
裡

は
ガ
ン
ジ
ス
川
の
河
岸
の
ガ
ー

ー
と
し
て
修
行
の
人
生
を
過
ご

が
職
を
解
か
れ
る
と
い
う
報
道

う
ち

に
持
っ
た
存
在
を
、
生
者
が
ど

ト
と
い
う
石
段
で
火
葬
す
る
。

す
生
き
方
が
あ
る
。
修
行
の
最

が
あ
っ
た
ほ
ど
、
政
府
に
よ
っ

う
扱
う
か
は
、
文
化
と
し
て
人

ガ
ン
ジ
ス
川
は
聖
な
る
川
と
考

終
の
段
階
で
、
各
地
を
放
浪
し

て
強
力
に
執
行
さ
れ
た
。
そ
れ

々
の
集
団
の
習
俗
の
様
式
と
し

え
ら
れ
、
近
傍
か
ら
遺
体
を
運

他
の
人
の
喜
捨
だ
け
に
頼
る
生

六
世
と
世
代
を
経
て
い
る
。
若

ま
で
の
葬
式
や
墓
に
多
大
な
出

き

し
や

て
確
立
し
て
き
た
。

ん
で
き
て
、
こ
こ
で
火
葬
さ
れ

活
を
し
た
行
者
は
解
脱
（
サ
ン

い
人
は
タ
イ
語
し
か
喋
れ
な
い

費
を
惜
し
ま
な
い
人
々
の
習
俗

げ

だ
つ

特
別
寄
稿

台
北
市
の
葬
儀
の
変
化

①

高
松
市

稲
田

道
彦

【ワット・ポーの涅槃仏】

全長４６ｍ、高さ１５ｍ
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に
対
し
て
、
経
済
合
理
的
な
立

の
や
や
奥
ま
っ
た
所
に
金
銅
が

(

お
知
ら
せ)

銅
器
も
出
土
し
て
い
ま
す
。
古

場
か
ら
の
改
革
で
あ
っ
た
と
言

鎮
座
し
、
中
門
か
ら
凡
そ
四
〇

代
吉
備
北
西
部
有
数
の
拠
点
集

ち
ん

ざ

お
よ

え
る
。
私
は
従
来
の
中
国
の
葬

ｍ
程
進
む
と
大
型
の
講
堂
が
建

落
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

文
化
は
、
中
国
本
土
以
外
の
、

っ
て
い
る
。
中
門
か
ら
東
西
に

な
っ
て
い
ま
す
。

中
国
に
統
一
さ
れ
る
前
の
香
港

北
房
盆
地
の
南
側
の
山
裾
か

伸
び
た
回
廊
が
東
の
五
重
塔
、

本
格
的
な
作
業
が
行
わ
れ
た

や
台
湾
に
お
い
て
引
き
継
が
れ

舌
状
に
張
り
出
し
た
丘
に
立
っ

西
の
金
堂
を
内
包
し
て
講
堂
へ

第
二
次
調
査
が
行
わ
れ
た
の
が

て
い
る
こ
と
を
見
つ
け
た
。
第

て
い
る
。

と
繋
が
っ
て
い
る
。
南
門
か
ら

昭
和
四
九
年(

一
九
七
四
）
で

二
次
世
界
大
戦
以
前
に
日
本
語

盆
地
を
一
望
す
る
こ
の
丘
か

東
西
に
伸
び
た
塀
が
屋
敷
を
囲

す
。
こ
の
第
二
次
発
掘
調
査
か

で
書
か
れ
た
報
告
書
に
あ
る
と

ら
は
、
前
面
に
大
小
の
谷
が
織

ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

ら
五
〇
年
を
記
念
し
て
真
庭
市

お
り
の
葬
儀
や
墓
地
制
度
を
台

り
な
す
連
山
が
北
か
ら
の
寒
気

回
廊
の
北
側
で
塀
と
の
間
に
は

教
育
委
員
会
・
北
房
振
興
局
・

か
い
ろ
う

湾
や
香
港
で
見
た
時
に
は
、
自

を
防
ぐ
か
の
よ
う
に
立
ち
廻
っ

僧
坊
等
幾
つ
か
の
建
物
が
在
っ

北
房
文
化
遺
産
保
存
会
の
共
催

分
の
記
憶
が
試
さ
れ
て
い
る
よ

て
い
る
。
山
々
は
今
ま
さ
に
紅

た
と
さ
れ
て
い
る
。

で
計
画
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

う
な
興
奮
を
感
じ
た
。

葉
に
彩
ら
れ
晩
秋
の
や
わ
ら
か

こ
の
よ
う
に
、
千
三
百
年
余

は
後
日
案
内
が
あ
り
ま
す
。
是

さ
て
、
本
稿
で
は
台
湾
に
何

な
陽
射
し
に
包
ま
れ
て
い
る
。

の
昔
、
備
中
北
部
の
山
間
の
盆

非
ご
覧
下
さ
い
。

度
か
訪
れ
て
い
る
う
ち
に
、
あ

私
は
そ
の
心
地
よ
さ
に
陶
酔

地
に
出
現
し
た
寺
院
で
あ
る
が
、

中
国
縦
貫
自
動
車
道
の
建
設

と
う
す
い

れ
程
強
固
で
変
わ
ら
な
い
と
い

し
、
茫
然
自
失
の
中
で
や
が
て

一
体
誰
が
創
建
し
、
平
安
時
代

に
伴
い
、

昭
和
四
八
年(

一
九
七

ぼ
う
ぜ
ん

じ

し
つ

う
印
象
を
私
に
与
え
て
い
た
、

赴

く
黄
泉
の
世
界
が
こ
の
よ
う

ま
で
ど
の
よ
う
に
し
て
護
持
し

三)

か
ら
五
〇
年(

一
九
七
五
）

お
も
む

こ
う
せ
ん

ご

じ

死
者
に
対
し
て
の
中
国
人
特
有

で
あ
っ
て
欲
し
い
な
ど
と
思
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
？
思
い
を
巡

に
か
け
て
谷
尻
遺
跡
の
発
掘
調

○

西
の
明
日
香
村
検
討
委
員
会

の
思
想
が
変
化
し
た
こ
と
を
観

て
い
た
。

ら
す
が
想
像
さ
え
も
拒
否
す
る

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
数
の

２
回
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

察
し
た
。
そ
の
報
告
で
あ
る
。

い
や
い
や
、
そ
ん
な
妄
想
に

か
の
よ
う
に
総
て
が
歴
史
の
闇

住
居
跡
、
外
来
系
を
含
む
土
器

の
結
果
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

す
べ

こ
こ
で
は
主
に
一
九
九
二
年
と

耽
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
。

に
眠
っ
て
い
る
。

等
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
元
に
保
存
会
と
し

ふ
け

二
〇
〇
〇
年
頃
と
二
〇
二
三
年

私
は
こ
の
丘
に
在
っ
た
と
い
う

堂
塔
の
跡
地
は
現
在
一
面
ブ

特
に
方
形
の
大
形
住
居
跡
は
床

て
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
ら
か
に

あ

に
台
湾
で
見
た
事
例
を
中
心
に

古
代
寺
院
「
英
賀
寺
」
を
体
感

ド
ウ
棚
で
覆
わ
れ
、
想
像
を
妨

面
積
が
約
一
四
〇
㎡
と
、
他
の

し
、
具
体
的
な
計
画
（
中
期

述
べ
る
。

し
た
い
と
や
っ
て
来
て
い
た
の

げ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

住
居
跡
の
約
五
倍
の
大
き
さ
。

・
年
度
）
を
策
定
し
ま
す
。

（
香
川
大
学
経
済
学
部

だ
。

（
久
松
秀
雄
）

そ
の
大
形
住
居
跡
か
ら
は
巴
形

○

ガ
イ
ド
養
成
講
座

名
誉
教
授
）

資
料
に
よ
れ
ば
、
寺
院
は
六

秋
に
は
、
現
地
で
の
講
習

（
次
回
に
続
く
）

九
〇
年
頃
（
飛
鳥
時
代
）
三
十

を
計
画
し
た
い
と
考
え
て
い

年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
さ
れ

ま
す
。

※

以
下
、
一
章
「
一
九
九
二

た
と
い
う
。
一
町
四
方
（
一
辺

○

荒
木
山
通
信

号
の
発
行

22

年
の
台
北
市
の
殯
儀
館
」
、

が
約
一
〇
九
ｍ
）
の
敷
地
を
有

次
号
の
発
行
は
、
一
二
月
末

ひ
ん

ぎ

か
ん

二
章
「
現
代
の
台
北
市
殯
儀

し
出
入
り
口
は
南
門
で
、
門
を

で
す
。
皆
様
方
か
ら
の
積
極
的

館
」
は
、
次
号
に
。

潜
る
と
四
〇
ｍ
程
前
方
に
中
門

な
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

く
ぐが

見
え
る
。
中
門
を
潜
る
と
右

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

手
に
堂
々
た
る
五

重

塔
、

左
手

M
asah1r0.uneda@

outlook.jp

ご
じ
ゆ
う
の
と
う

英
賀
寺
を
偲
ぶ

大
和
路
は
る
か

谷
尻
遺
跡
発
掘

周
年

50

記

念

イ
ベ
ン
ト

（
予
定
）

◇

出
土
品
里
帰
り
展

一
〇
月
末
～
一
二
月
上
旬

・
北
房
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

◇

記
念
講
演
会

一
一
月
二
四
日(

日)

午
後

・
北
房
文
化
セ
ン
タ
ー

〈
講
師
〉
高
畑
知
功
先
生

元
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
長

谷
尻
遺
跡
発
掘
担
当
者

【大形住居跡】

（岡山県報告書より）

【
保
存
会
の
こ
れ
か
ら
の
活
動
】


